
山口県

位置 名称 線名 事業者 種別 路線名 管理者

1 山口県山口市 柳井田堤 山口線 西日本旅客鉄道(株) 県道 新山口停車場上郷線 山口県 通学路要対策 － H29.1.27

2 山口県山口市 上郷西 山口線 西日本旅客鉄道(株) 市道 新町岡田線 山口市 通学路要対策 － H29.1.27

3 山口県下関市 高磯折第1 山陽線 西日本旅客鉄道(株) 市道 宇部線 下関市 通学路要対策 － H29.1.27

4 山口県宇部市 平原 宇部線 西日本旅客鉄道(株) 市道 藤曲厚東川線 宇部市 歩道狭隘 － H29.1.27

5 山口県光市 大方 山陽線 西日本旅客鉄道(株) 県道 徳山光線 山口県 地域課題 － H30.1.19

6 山口県山陽小野田市 セメント町 小野田線 西日本旅客鉄道(株) 県道 妻崎開作小野田線 山口県 地域課題 － H30.1.19

7 山口県田布施町 豆尾第１ 山陽線 西日本旅客鉄道(株) 町道 上定井手線 田布施町 地域課題 － R3.4.13

8 山口県宇部市 玉川 宇部線 西日本旅客鉄道(株) 市道 居能駅厚東川線 宇部市 － － －

9 山口県宇部市 八王子 宇部線 西日本旅客鉄道(株) 市道 恩田八王子線 宇部市 － － －

10 山口県周南市 沖見町 山陽線 西日本旅客鉄道(株) 市道 緑町沖原線 周南市 － － －

11 山口県周南市 自得寺 山陽線 西日本旅客鉄道(株) 市道 北山合田町線 周南市 － － －

鉄道 道路
該当する指定基準

(踏切道改良促進法施行規則)

法指定

時期
No

踏切道

■ 改良すべき踏切道 一覧



踏切道安全通行カルテ
更新日：令和4年1月末

位置図・現況写真 諸元・構造等

基準算定データ

カルテ踏切の基準

法指定の状況

対策図・完了写真 対策実施の状況

よみがな やないだつつみ 所在地 山口県山口市小郡下郷字東上村143-8

踏切道名 柳井田堤
道路名 一般県道新山口停車場上郷線 道路管理者名 山口県

鉄道路線名 山口線 鉄道事業者名 西日本旅客鉄道

R3年9月末時点

踏切種別 第1種

幅員
(m)

位置
歩道部
(起点寄)

車道
歩道部
(終点寄)

踏切長(m) 6 左道路 0.4 6.3 0.3

交差角(度) 45 右道路 0.3 6.5 0.2

横断本数(本) 1 踏切道 0.4 7.0 0.3

距離(m)

右道路 曲線 自動車 両方共なし -

道路
線形

左道路 直線

迂
回
路

種類 有無等

交通規制
大型貨物自動車等通行
止め(22:00-翌5:00) 歩行者

迂回路なし
(200m以内)

歩車道分離方法 なし
ﾊﾞﾘﾌﾘ化
状況

- DID地区 -

-

車両進入防護柵等 設置していない ﾊﾞﾘﾌﾘ化
迂回路なし
(200m以内)

-

踏切
保安
設備

賢い踏切 -
踏切支障報知
装置(手動)

○

高規格保安設備 -
高齢者等の事故
防止対策設備

-

自動車交通量
(台/日)

6,314
歩行者等交通量

(人/日)
14

鉄道交通量
(本/日)

66

特性

通学路指定状況
（学校指定）

○
通学路交通安全
プログラム

○

バリアフリー法に
基づく特定道路上

-
緊急輸送道路上
重要物流道路上

-

0 0

Ｂ.踏切歩行者等交通遮
断量(人・時)

27

R3年9月末時点

ピーク時遮断時間(分) 10
前後歩道との
幅員差(m)

0.0

踏切内の
事故発生
状況

事故
別

件数 死者数

地域
課題

移動等円滑化
要対策踏切

- - - - ○ - -

道路交
通事故

0 0

R3年9月末時点

開かずの踏切 自動車ﾎﾞﾄﾙﾈｯｸ踏切 歩行者ﾎﾞﾄﾙﾈｯｸ踏切 歩道狭隘踏切 通学路要対策踏切 事故多発踏切

-
Ａ.踏切自動車交通遮断

量(台・時)
11,997

ＡとＢの和 12,023

踏切
事故

R4年1月末時点

法指定年月日 指定に係る基準（踏切道改良促進法施行規則）

H29.1.27（旧法）
第2条第8号

（通学路要対策踏切）
- - - -

R4年1月末時点

進捗
協議会の
設置状況

改良計画書の
作成年度

事業化年度 工事着手年度

事業中 ○ R2

-

-除却年度

-

H17 R1

対策内容

・単独立体交差化（H17～）
・遮断不良検出器（H27）

事業完了年度 対策の効果等

（対策前） （現況）注意喚起看板設置（R2）

保安工業株式会社
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踏切道安全通行カルテ
更新日：令和4年1月末

位置図・現況写真 諸元・構造等

基準算定データ

カルテ踏切の基準

法指定の状況

対策図・完了写真 対策実施の状況 R4年1月末時点

進捗
協議会の
設置状況

改良計画書の
作成年度

事業化年度 工事着手年度

事業中 ○ R2

-

-除却年度

-

R1 -

対策内容

・周辺道路整備（R1～)
・障害物検知装置（H29）
・全方位型警報灯（H29)
・遮断不良検出器（H27）
・歩行者誘導カラーライン（H24)

事業完了年度 対策の効果等

R4年1月末時点

法指定年月日 指定に係る基準（踏切道改良促進法施行規則）

H29.1.27（旧法）
第2条第8号

（通学路要対策踏切）
- - - -

移動等円滑化
要対策踏切

- - - - ○ - -

道路交
通事故 0 0

R3年9月末時点

開かずの踏切 自動車ﾎﾞﾄﾙﾈｯｸ踏切 歩行者ﾎﾞﾄﾙﾈｯｸ踏切 歩道狭隘踏切 通学路要対策踏切 事故多発踏切

-
Ａ.踏切自動車交通遮断

量(台・時)
5,624

ＡとＢの和 5,838

踏切
事故

1 1

Ｂ.踏切歩行者等交通遮
断量(人・時)

214

R3年9月末時点

ピーク時遮断時間(分) 9
前後歩道との
幅員差(m) 0.0

踏切内の
事故発生
状況

事故
別

件数 死者数

地域
課題

自動車交通量
(台/日)

3,308
歩行者等交通量

(人/日)
126

鉄道交通量
(本/日)

66

特性

通学路指定状況
（学校指定）

○
通学路交通安全
プログラム

○

バリアフリー法に
基づく特定道路上

-
緊急輸送道路上
重要物流道路上

-

DID地区 -

-

車両進入防護柵等 設置していない ﾊﾞﾘﾌﾘ化
迂回路なし
(200m以内) -

踏切
保安
設備

賢い踏切 -
踏切支障報知
装置(手動)

○

高規格保安設備
障害物検知装置(3次元レー

ザーレーダ式)
高齢者等の事故
防止対策設備

-

道路
線形

左道路 直線

迂
回
路

種類 有無等

交通規制 大型車の通行禁止 歩行者
迂回路なし
(200m以内)

歩車道分離方法 なし
ﾊﾞﾘﾌﾘ化
状況

-

0.0 2.9 0.0

距離(m)

右道路 曲線 自動車 終点寄有り 350

R3年9月末時点

踏切種別 第1種

幅員
(m)

位置
歩道部
(起点寄)

車道
歩道部
(終点寄)

踏切長(m) 6 左道路 0.0 3.0 0.0

交差角(度) 75 右道路 0.0 3.0 0.0

横断本数(本) 1 踏切道

よみがな かみごうにし 所在地 山口県山口市小郡上郷字車後地3386-7

踏切道名 上郷西
道路名 市道新町岡田線 道路管理者名 山口市

鉄道路線名 山口線 鉄道事業者名 西日本旅客鉄道

広域
詳細

国土地理院電子国土web

（対策前）

（現況）注意喚起看板設置（Ｈ19）
歩行者誘導カラーライン（H24)



踏切道安全通行カルテ
更新日：令和4年1月末

位置図・現況写真 諸元・構造等

基準算定データ

カルテ踏切の基準

法指定の状況

対策図・完了写真 対策実施の状況 R4年1月末時点

進捗
協議会の
設置状況

改良計画書の
作成年度

事業化年度 工事着手年度

事業中 - R3

-

-除却年度

-

H30 R3

対策内容

・踏切拡幅（H30～）
・全方位型警報灯（H23）

事業完了年度 対策の効果等

R4年1月末時点

法指定年月日 指定に係る基準（踏切道改良促進法施行規則）

H29.1.27（旧法）
第2条第8号

（通学路要対策踏切）
- - - -

移動等円滑化
要対策踏切

- - - - ○ - -

道路交
通事故

0 0

R3年9月末時点

開かずの踏切 自動車ﾎﾞﾄﾙﾈｯｸ踏切 歩行者ﾎﾞﾄﾙﾈｯｸ踏切 歩道狭隘踏切 通学路要対策踏切 事故多発踏切

-
Ａ.踏切自動車交通遮断

量(台・時)
8,084

ＡとＢの和 8,835

踏切
事故

0 0

Ｂ.踏切歩行者等交通遮
断量(人・時)

751

R3年9月末時点

ピーク時遮断時間(分) 11
前後歩道との
幅員差(m)

-2.0

踏切内の
事故発生
状況

事故
別

件数 死者数

地域
課題

自動車交通量
(台/日)

3,368
歩行者等交通量

(人/日)
313

鉄道交通量
(本/日)

145

特性

通学路指定状況
（学校指定）

○
通学路交通安全
プログラム

○

バリアフリー法に
基づく特定道路上

-
緊急輸送道路上
重要物流道路上

-

DID地区 -

-

車両進入防護柵等 設置していない ﾊﾞﾘﾌﾘ化
迂回路なし
(200m以内)

-

踏切
保安
設備

賢い踏切 -
踏切支障報知
装置(手動)

○

高規格保安設備 障害物検知装置(光式)
高齢者等の事故
防止対策設備

-

道路
線形

左道路 直線

迂
回
路

種類 有無等

交通規制 交通規制なし 歩行者
迂回路なし
(200m以内)

歩車道分離方法 なし
ﾊﾞﾘﾌﾘ化
状況

-

0.0 4.0 0.0

距離(m)

右道路 直線 自動車 両方共なし -

R3年9月末時点

踏切種別 第1種

幅員
(m)

位置
歩道部
(起点寄)

車道
歩道部
(終点寄)

踏切長(m) 11 左道路 2.0 5.0 2.0

交差角(度) 70 右道路 2.0 5.0 2.0

横断本数(本) 2 踏切道

よみがな たかいそおりだい1 所在地 山口県下関市王司上町五丁目1250-2

踏切道名 高磯折第1
道路名 市道宇部線 道路管理者名 下関市

鉄道路線名 山陽線 鉄道事業者名 西日本旅客鉄道

広域

詳細

しものせき情報マップ

しものせき情報マップ

踏切



踏切道安全通行カルテ
更新日：令和4年1月末

位置図・現況写真 諸元・構造等

基準算定データ

カルテ踏切の基準

法指定の状況

対策図・完了写真 対策実施の状況

よみがな ひらばら 所在地 山口県宇部市大字藤曲字四ノ割2238-8

踏切道名 平原
道路名 市道藤曲厚東川線 道路管理者名 宇部市

鉄道路線名 宇部線 鉄道事業者名 西日本旅客鉄道

R3年9月末時点

踏切種別 第1種

幅員
(m)

位置
歩道部
(起点寄)

車道
歩道部
(終点寄)

踏切長(m) 6.9 左道路 4.1 9.1 3.2

交差角(度) 90 右道路 3.2 11.3 0.0

横断本数(本) 1 踏切道 3.6 9.2 1.8

距離(m)

右道路 直線 自動車 両方共なし -

道路
線形

左道路 直線

迂
回
路

種類 有無等

交通規制 交通規制なし 歩行者
迂回路なし
(200m以内)

歩車道分離方法 白線
ﾊﾞﾘﾌﾘ化
状況

- DID地区 ○

-

車両進入防護柵等 設置していない ﾊﾞﾘﾌﾘ化
迂回路なし
(200m以内)

-

踏切
保安
設備

賢い踏切 -
踏切支障報知
装置(手動)

○

高規格保安設備
障害物検知装置(3次元レー

ザーレーダ式)
高齢者等の事故
防止対策設備

-

自動車交通量
(台/日)

8,820
歩行者等交通量

(人/日)
654

鉄道交通量
(本/日)

68

特性

通学路指定状況
（学校指定）

○
通学路交通安全
プログラム

-

バリアフリー法に
基づく特定道路上

-
緊急輸送道路上
重要物流道路上

-

0 0

Ｂ.踏切歩行者等交通遮
断量(人・時)

719

R3年9月末時点

ピーク時遮断時間(分) 10
前後歩道との
幅員差(m)

-1.4

踏切内の
事故発生
状況

事故
別

件数 死者数

地域
課題

移動等円滑化
要対策踏切

- - - ○ - - -

道路交
通事故

0 0

R3年9月末時点

開かずの踏切 自動車ﾎﾞﾄﾙﾈｯｸ踏切 歩行者ﾎﾞﾄﾙﾈｯｸ踏切 歩道狭隘踏切 通学路要対策踏切 事故多発踏切

-
Ａ.踏切自動車交通遮断

量(台・時)
9,702

ＡとＢの和 10,421

踏切
事故

R4年1月末時点

法指定年月日 指定に係る基準（踏切道改良促進法施行規則）

H29.1.27（旧法）
第2条第4号

（歩道狭隘踏切）
- - - -

R4年1月末時点

進捗
協議会の
設置状況

改良計画書の
作成年度

事業化年度 工事着手年度

対策完了 - R2

R3

-除却年度

-

R1 R2

対策内容

・踏切拡幅（R1～R3）
・路面標示実施（H22)
・障害物検知装置（H24）
・遮断不良検出器（H28）

事業完了年度 対策の効果等

詳細図

「国土地理院電子国土web」

NO.2

NO.3

+10.0

+10.0

+15.0

現
行
 平

原
踏
切
 第

1種
(半

自
)幅

14
.6
0m
　
長
さ
6.
90
m　

交
角
90
°

宇
部
線
　
新
山
口
起
点
　
29
k8
14
m0
0

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

舗
装

総
研

型
踏

切
舗

装
版

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

舗
装

ケーブル防護工　27@600=16200

ケーブル防護工　27@600=16200

総研型踏切舗装版

750
3250

3250
750

2500

8000

2500

13000

2
4
1
5

2
0

2
1
3
0

2
0

2
4
9
6

3
5
0
0

3
5
8
1

7
0
8
1

2
3
0
0

2
3
0
0

15200

落輪防止壁

落輪防止壁落輪防止壁

落輪防止壁

29k800m

水

C.2
H=2.205

C.3
H=2.062

KBM
H=2.353

JR

境

ソフト弁

秋冨

歩行版

12 発

桝
トラフ

E大橋1次1
光ケーブル245

(Co)

非

桝

看板

注11-1

非

埋

埋

桝

(Co)
Box

埋

11(Co)障検3D

障検範囲障検用

障検範囲

障検範囲

発 障検範囲

障検用

桝
歩行版

CDC
障検カット

Box

汚
T新端7L1

バルブ

バルブ

バルブ

(有)アイサービス

Eオオハシ1次2
T大橋6

(As)

(Ir)

新山口方 宇部方

2.34

2.30 2.25

2.21

2.12

2.02

2.14

2.10

2.03

2.04

2.01

1.80

2.07

2.03

1.98

2.24

2.34 2.03

1.92

1.99
1.94

2.11

1.82

2.08

2.21

2.10

2.28

JR

JR JR

JR

JR JR

JR JR

JR

820

840



当該箇所

Ｊ
Ｒ
西
日
本

小
野
田
線

県
道
妻
崎
開
作
小
野
田
線

セメント町踏切（山口県山陽小野田市）

鉄道事業者名 西日本旅客鉄道㈱
鉄道路線名 小野田線

（南小野田～南中川）
道路名 県道妻崎開作小野田線
都市計画道路名 新開作二軒屋線
道路管理者名 山口県
【参考】
自動車交通量 10,118台/日
歩行者交通量 179人/日

■想定している改良の方法：構造改良（歩道設置、車道拡幅）
（踏切道の課題）
・当該道路は、自動車交通量が多く（10,118台/日）、歩道がないため、安全な通行に支障をきたしている。
また、当該道路は通学路交通安全プログラムの危険箇所へ指定されており、児童の安全性を確保するため、早期の整備が求められている。

（鉄道事業者との協議状況）
・H26.8.6 都市計画決定の変更に係る協議（都市計画法第23条6項協議）
・R元年度 実施協議、基本協定（現道部分のみ先行して施工済み）

【中国地整管内】
マチ サ ン ヨ ウ オ ノ ダ

「この地図は、国土地理院地図（電子国土Web）の一部を掲載したものである。」

更新日：令和４年1月末

H29 H30 H31(R1) R2 R3 R4以降

法指定 ○

調査 ○ ○

対策検討 ○ ○ ○ ○ ○

改良計画提出 ○

対策実施 ○ ○

■今後のスケジュール（予定）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※年度

※対策工事の着手はR5を予定



大方踏切（山口県光市）

鉄道事業者名 西日本旅客鉄道㈱
鉄道路線名 山陽本線（島田～光）
道路名 県道徳山光線
都市計画道路名 川園線
道路管理者名 山口県
【参考】
自動車交通量 7,394台/日
歩行者交通量 90人/日

■想定している改良の方法：立体交差化
（踏切道の課題）
・当該踏切は、踏切自動車交通遮断量が16,267台/日あり、朝・夕を中心に激しい渋滞を引き起こしており、渋滞解消のために踏切除去が必要である。
・当該道路は通学路として指定されているが、現道が片側歩道で幅員も狭小のため、安全な通行に支障をきたしている。
また、通学路交通安全プログラムの危険箇所へ指定されており、児童の安全性を確保するため、早期の整備が求められている。

（鉄道事業者との協議状況）
・H27.5.12 都市計画決定の変更に係る協議（事前協議）
・H28.4.8  計画協議
・現在、立体交差化（アンダーパス）箇所の詳細設計を委託するための協定締結へ向け調整中

【中国地整管内】
オオカタ ヒカリ

当該箇所

「この地図は、国土地理院地図（電子国土Web）の一部を掲載したものである。」

更新日：令和４年1月末

H29 H30 H31(R1) R2 R3 R4以降

法指定 ○

調査 ○ ○

対策検討 ○ ○ ○ ○ ○

改良計画提出 ○

対策実施 ○

※対策工事の着手はR7を予定

■今後のスケジュール（予定）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※年度



地域課題踏切カルテ
更新日：令和4年1月末

位置図・現況写真 諸元・構造等

基準算定データ

カルテ踏切の基準

法指定の状況

対策図・完了写真 対策実施の状況

よみがな まめおだい1 所在地 山口県熊毛郡田布施町大字下田布施字安平1079-2地先

踏切道名 豆尾第1
道路名 町道上定井手線 道路管理者名 田布施町

鉄道路線名 山陽線 鉄道事業者名 西日本旅客鉄道

R3年9月末時点

踏切種別 第1種

幅員
(m)

位置
歩道部
(起点寄)

車道
歩道部
(終点寄)

踏切長(m) 14.1 左道路 0.0 4.0 0.0

交差角(度) 80 右道路 0.0 4.0 0.0

横断本数(本) 3 踏切道 0.0 4.0 0.0

距離(m)

右道路 直線 自動車 両方共なし -

道路
線形

左道路 直線

迂
回
路

種類 有無等

交通規制 交通規制なし 歩行者
迂回路なし
(200m以内)

歩車道分離方法 なし
ﾊﾞﾘﾌﾘ化
状況

- DID地区 -

-

車両進入防護柵等 設置していない ﾊﾞﾘﾌﾘ化
迂回路なし
(200m以内)

-

踏切
保安
設備

賢い踏切 -
踏切支障報知
装置(手動)

○

高規格保安設備 障害物検知装置（光式）
高齢者等の事故
防止対策設備

-

自動車交通量
(台/日)

1,269
歩行者等交通量

(人/日)
1,976

鉄道交通量
(本/日)

121

特性

通学路指定状況
（学校指定）

○
通学路交通安全
プログラム

-

バリアフリー法に
基づく特定道路上

-
緊急輸送道路上
重要物流道路上

-

0 0

Ｂ.踏切歩行者等交通遮
断量(人・時)

5,928

R3年9月末時点

ピーク時遮断時間(分) 13
前後歩道との
幅員差(m)

0.0

踏切内の
事故発生
状況

事故
別

件数 死者数

地域
課題

移動等円滑化
要対策踏切

- - - - - - -

道路交
通事故

0 0

R3年9月末時点

開かずの踏切 自動車ﾎﾞﾄﾙﾈｯｸ踏切 歩行者ﾎﾞﾄﾙﾈｯｸ踏切 歩道狭隘踏切 通学路要対策踏切 事故多発踏切

JR山陽本線を利用して通学する高校生の大多数が
豆尾第１踏切を横断する。踏切が狭いため大変危
険な状況である。

Ａ.踏切自動車交通遮断
量(台・時)

3,807

ＡとＢの和 9,735

踏切
事故

R4年1月末時点

法指定年月日 指定に係る基準（踏切道改良促進法施行規則）

R3.4.13（現法）
第2条第12号

（地域課題踏切）
- - - -

R4年1月末時点

進捗
協議会の
設置状況

改良計画書の
作成年度

事業化年度 工事着手年度

検討中 - R3

-

-除却年度

-

R4 R4

対策内容

・踏切拡幅（R4～）

事業完了年度 対策の効果等

豆尾第１踏切

国土地理院電子国土web



踏切道安全通行カルテ
更新日：令和4年1月末

位置図・現況写真 諸元・構造等

基準算定データ

カルテ踏切の基準

法指定の状況

対策図・完了写真 対策実施の状況 R4年1月末時点

進捗
協議会の
設置状況

改良計画書の
作成年度

事業化年度 工事着手年度

指定前 - -

-

-除却年度

-

- -

対策内容

・路面標示実施（H22）
・障害物検知装置（H22）
・遮断不良検出器（H26）

事業完了年度 対策の効果等

R4年1月末時点

法指定年月日 指定に係る基準（踏切道改良促進法施行規則）

- - - - - -

移動等円滑化
要対策踏切

- - - ○ - - -

道路交
通事故 0 0

R3年9月末時点

開かずの踏切 自動車ﾎﾞﾄﾙﾈｯｸ踏切 歩行者ﾎﾞﾄﾙﾈｯｸ踏切 歩道狭隘踏切 通学路要対策踏切 事故多発踏切

-
Ａ.踏切自動車交通遮断

量(台・時)
4,199

ＡとＢの和 4,645

踏切
事故

0 0

Ｂ.踏切歩行者等交通遮
断量(人・時)

446

R3年9月末時点

ピーク時遮断時間(分) 12
前後歩道との
幅員差(m) -1.5

踏切内の
事故発生
状況

事故
別

件数 死者数

地域
課題

自動車交通量
(台/日)

2,624
歩行者等交通量

(人/日)
279

鉄道交通量
(本/日)

68

特性

通学路指定状況
（学校指定）

○
通学路交通安全
プログラム

-

バリアフリー法に
基づく特定道路上

-
緊急輸送道路上
重要物流道路上

-

DID地区 ○

-

車両進入防護柵等 設置していない ﾊﾞﾘﾌﾘ化
迂回路なし
(200m以内) -

踏切
保安
設備

賢い踏切 -
踏切支障報知
装置(手動)

○

高規格保安設備 光式
高齢者等の事故
防止対策設備

-

道路
線形

左道路 曲線

迂
回
路

種類 有無等

交通規制 交通規制なし 歩行者
迂回路なし
(200m以内)

歩車道分離方法 白線
ﾊﾞﾘﾌﾘ化
状況

-

1.5 5.0 0.0

距離(m)

右道路 直線 自動車 両方共なし -

R3年9月末時点

踏切種別 第1種

幅員
(m)

位置
歩道部
(起点寄)

車道
歩道部
(終点寄)

踏切長(m) 17.1 左道路 3.0 6.0 0.0

交差角(度) 70 右道路 1.6 9.6 0.0

横断本数(本) 5 踏切道

よみがな たまがわ 所在地 山口県宇部市大字藤曲字港町1753-73

踏切道名 玉川
道路名 市道居能駅厚東川線 道路管理者名 宇部市

鉄道路線名 宇部線 鉄道事業者名 西日本旅客鉄道

詳細

「国土地理院電子国土web」



踏切道安全通行カルテ
更新日：令和4年1月末

位置図・現況写真 諸元・構造等

基準算定データ

カルテ踏切の基準

法指定の状況

対策図・完了写真 対策実施の状況 R4年1月末時点

進捗
協議会の
設置状況

改良計画書の
作成年度

事業化年度 工事着手年度

指定前 - -

-

-除却年度

-

- -

対策内容

・障害物検知装置（H23）
・全方位型警報灯（H23）
・遮断不良検出器（H28）

事業完了年度 対策の効果等

R4年1月末時点

法指定年月日 指定に係る基準（踏切道改良促進法施行規則）

- - - - - -

移動等円滑化
要対策踏切

- - - ○ - - -

道路交
通事故 0 0

R3年9月末時点

開かずの踏切 自動車ﾎﾞﾄﾙﾈｯｸ踏切 歩行者ﾎﾞﾄﾙﾈｯｸ踏切 歩道狭隘踏切 通学路要対策踏切 事故多発踏切

-
Ａ.踏切自動車交通遮断

量(台・時)
4,736

ＡとＢの和 5,288

踏切
事故

0 0

Ｂ.踏切歩行者等交通遮
断量(人・時)

552

R3年9月末時点

ピーク時遮断時間(分) 6
前後歩道との
幅員差(m) -2.7

踏切内の
事故発生
状況

事故
別

件数 死者数

地域
課題

自動車交通量
(台/日)

4,736
歩行者等交通量

(人/日)
552

鉄道交通量
(本/日)

38

特性

通学路指定状況
（学校指定）

○
通学路交通安全
プログラム

-

バリアフリー法に
基づく特定道路上

-
緊急輸送道路上
重要物流道路上

-

DID地区 ○

-

車両進入防護柵等 設置していない ﾊﾞﾘﾌﾘ化
迂回路なし
(200m以内) -

踏切
保安
設備

賢い踏切 -
踏切支障報知
装置(手動)

○

高規格保安設備
障害物検知装置(3次元レー

ザーレーダ式)
高齢者等の事故
防止対策設備

-

道路
線形

左道路 直線

迂
回
路

種類 有無等

交通規制 交通規制なし 歩行者
迂回路なし
(200m以内)

歩車道分離方法 なし
ﾊﾞﾘﾌﾘ化
状況

-

0.0 7.6 0.0

距離(m)

右道路 直線 自動車 両方共なし -

R3年9月末時点

踏切種別 第1種

幅員
(m)

位置
歩道部
(起点寄)

車道
歩道部
(終点寄)

踏切長(m) 6.5 左道路 1.8 5.5 0.0

交差角(度) 80 右道路 2.7 5.5 0.0

横断本数(本) 1 踏切道

よみがな はちおうじ 所在地 山口県宇部市末広町1314-3

踏切道名 八王子
道路名 市道恩田八王子線 道路管理者名 宇部市

鉄道路線名 宇部線 鉄道事業者名 西日本旅客鉄道

詳細

「国土地理院電子国土web」



踏切道安全通行カルテ
更新日：令和4年1月末

位置図・現況写真 諸元・構造等

基準算定データ

カルテ踏切の基準

法指定の状況

対策図・完了写真 対策実施の状況 R4年1月末時点

進捗
協議会の
設置状況

改良計画書の
作成年度

事業化年度 工事着手年度

指定前 - -

-

-除却年度

-

- -

対策内容

・路面標示（H28）
・遮断不良検出器（H28）

事業完了年度 対策の効果等

R4年1月末時点

法指定年月日 指定に係る基準（踏切道改良促進法施行規則）

- - - - - -

移動等円滑化
要対策踏切

- - - ○ - - -

道路交
通事故 0 0

R3年9月末時点

開かずの踏切 自動車ﾎﾞﾄﾙﾈｯｸ踏切 歩行者ﾎﾞﾄﾙﾈｯｸ踏切 歩道狭隘踏切 通学路要対策踏切 事故多発踏切

-
Ａ.踏切自動車交通遮断

量(台・時)
4,595

ＡとＢの和 6,816

踏切
事故

0 0

Ｂ.踏切歩行者等交通遮
断量(人・時)

2,221

R3年9月末時点

ピーク時遮断時間(分) 15
前後歩道との
幅員差(m) -4.0

踏切内の
事故発生
状況

事故
別

件数 死者数

地域
課題

自動車交通量
(台/日)

1,436
歩行者等交通量

(人/日)
694

鉄道交通量
(本/日)

126

特性

通学路指定状況
（学校指定）

○
通学路交通安全
プログラム

-

バリアフリー法に
基づく特定道路上

-
緊急輸送道路上
重要物流道路上

-

DID地区 ○

185

車両進入防護柵等 設置していない ﾊﾞﾘﾌﾘ化
迂回路なし
(200m以内) -

踏切
保安
設備

賢い踏切 -
踏切支障報知
装置(手動)

○

高規格保安設備 障害物検知装置(光式)
高齢者等の事故
防止対策設備

-

道路
線形

左道路 直線

迂
回
路

種類 有無等

交通規制 交通規制なし 歩行者 跨線橋

歩車道分離方法 白線
ﾊﾞﾘﾌﾘ化
状況

-

1.0 6.0 1.0

距離(m)

右道路 直線 自動車 両方共有り 250

R3年9月末時点

踏切種別 第1種

幅員
(m)

位置
歩道部
(起点寄)

車道
歩道部
(終点寄)

踏切長(m) 13.8 左道路 3.7 7.0 5.0

交差角(度) 90 右道路 4.1 7.0 4.1

横断本数(本) 3 踏切道

よみがな おきみちょう 所在地 山口県周南市権現町2930-2

踏切道名 沖見町
道路名 市道緑町沖原線 道路管理者名 周南市

鉄道路線名 山陽線 鉄道事業者名 西日本旅客鉄道

(対策後)区画線設置による歩行者導線の確保

詳細

広域



踏切道安全通行カルテ
更新日：令和4年1月末

位置図・現況写真 諸元・構造等

基準算定データ

カルテ踏切の基準

法指定の状況

対策図・完了写真 対策実施の状況 R4年1月末時点

進捗
協議会の
設置状況

改良計画書の
作成年度

事業化年度 工事着手年度

指定前 - -

-

-除却年度

-

- -

対策内容

・路面標示（H28）
・全方位型警報灯（H23）
・遮断不良検出器（H29）

事業完了年度 対策の効果等

R4年1月末時点

法指定年月日 指定に係る基準（踏切道改良促進法施行規則）

- - - - - -

移動等円滑化
要対策踏切

- - - ○ - - -

道路交
通事故 0 0

R3年9月末時点

開かずの踏切 自動車ﾎﾞﾄﾙﾈｯｸ踏切 歩行者ﾎﾞﾄﾙﾈｯｸ踏切 歩道狭隘踏切 通学路要対策踏切 事故多発踏切

-
Ａ.踏切自動車交通遮断

量(台・時)
15,080

ＡとＢの和 16,946

踏切
事故

0 0

Ｂ.踏切歩行者等交通遮
断量(人・時)

1,866

R3年9月末時点

ピーク時遮断時間(分) 20
前後歩道との
幅員差(m) -5.2

踏切内の
事故発生
状況

事故
別

件数 死者数

地域
課題

自動車交通量
(台/日)

3,678
歩行者等交通量

(人/日)
455

鉄道交通量
(本/日)

126

特性

通学路指定状況
（学校指定）

○
通学路交通安全
プログラム

-

バリアフリー法に
基づく特定道路上

-
緊急輸送道路上
重要物流道路上

-

DID地区 ○

-

車両進入防護柵等 設置していない ﾊﾞﾘﾌﾘ化
迂回路なし
(200m以内) -

踏切
保安
設備

賢い踏切 -
踏切支障報知
装置(手動)

○

高規格保安設備 障害物検知装置(光式)
高齢者等の事故
防止対策設備

-

道路
線形

左道路 直線

迂
回
路

種類 有無等

交通規制 交通規制なし 歩行者
迂回路なし
(200m以内)

歩車道分離方法 白線
ﾊﾞﾘﾌﾘ化
状況

-

1.3 9.5 1.3

距離(m)

右道路 直線 自動車 両方共有り 400

R3年9月末時点

踏切種別 第1種

幅員
(m)

位置
歩道部
(起点寄)

車道
歩道部
(終点寄)

踏切長(m) 15.4 左道路 6.5 12.0 6.5

交差角(度) 90 右道路 6.5 12.0 6.5

横断本数(本) 3 踏切道

よみがな じとくじ 所在地 山口県周南市権現町2856-第1

踏切道名 自得寺
道路名 市道北山合田町線 道路管理者名 周南市

鉄道路線名 山陽線 鉄道事業者名 西日本旅客鉄道

詳細

広域

（対策後）区画線設置による歩行者導線の確保




